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『感謝の気持ちでいっぱいです！』         

会長 石井 浩一 

「やったことがないのにできないなんて言ったら、声を掛けていただいた方に申し訳ない。これも巡り合

わせで、大事な志事（シゴト）。少しでも時間はつくって、関われない方の思いも形にできたら良いな！」 

こんな気持ちでＰＴＡ会長の職をお預かりしました。それから７年。長きに渡り関わることができたＰＴ

Ａ会長という役割も今月で終わりとなりました。多くの皆さまのお力添えとご理解のもと、多才な仲間達と

出会い、笑い、考え、行動するとても贅沢な時間をいただきました。本当にありがとうございました！！ 

ＰＴＡ活動で、私は毎年「なんて凄い人って、こんなにたくさんいるんだろう！」と感動してきました。

話を聞く力がある人、伝えることが得意な人、まとめることが上手な人、コツコツと物事を進められる人、

丁寧な人、人の気持ちを察して動ける人、いつも雰囲気を明るく楽しくしてくれる人、本質を明確にして解

決に導いてくれる人、優しく人と関われる人など。そして、そのたくさんの方々は、自分の持つ凄いところ

を分かって活動されている訳ではありません。隠れているたくさんの強みや才能があるのです。皆さんの力

と知恵を持ち寄れば、何でもできる！と感じています。ＰＴＡは、多くの人との出会いによって、輝く自分

を見つけられる、見つけてくれる、そんな集まりです。楽ではなく、楽しいを考えて、乗り越えちゃえるん

です。楽しいことをやるのと、やっていることを楽しむのはどちらも大事ですよね！！ 

「人は、人でなければ磨かれない。」これがＰＴＡの楽しさであり、難しいところであり、絆が生まれ、人

生を豊かにできる大人の部活と言われるゆえんだと思います。やってみる前から避けてしまうと、本質が見

えず、機会を逃し、発揮できる自分の良さを隠したままになってしまうかもしれません。それは、とてもも

ったいないことですよね！ 

ＰＴＡ活動の本質は、子ども達と地域の未来へ向けた「輝く花を咲かせる種まき」です。わが子のためと

いう域を越え、さらに個人の価値観をも超えて取り組む「地域と学校と人の未来をつくる活動」です。ＰＴ

Ａが紡いできたものは、子ども達への愛情と正しい成長への願いです。私達が子どもだった頃からその思い

は変わっていません。私達大人はその愛情と願いを背中で示し、木の上に立って見守れる心が身につくよう

努める必要がありますよね。同じ保護者同士の集まりの中で学び合い、親として成長する場がＰＴＡです。 

どんなことが、どんな言葉が、どんな瞬間に、人の心を揺さぶり、成長の度合いが加速度を増すかは分か
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りません。昨今、「能力を伸ばし、発揮するには好きなことを見つけて邁進する」という風潮がありますが、

それは「好きなこと以外はしなくて良い」ではありませんよね。人が持つ好奇心や可能性を知る機会の損失

になっていないかを考えることは必要です。やってみないと分からない魅力や人の苦労、人への感謝に気づ

くこと、また、視点が広がる機会をつくることには大きな意義があります。個人のニーズではないのです。

「自分の枠を越えて、わくわくへ、そして、世の中の様子や人の心を考え、受け入れ、豊かな想像力で思い

やりと前向きな姿勢を態度と行動で示す、そんな粋な生き方」をしたいですよね！ＰＴＡ活動は、できる人

時間がある人、したい人が活動しているのでなく、親として、大人としてできることと思いやりを少しずつ

集める活動です。今が大変でも、将来、子ども達も私達大人も「あの時の経験が今の私をつくってるな」と

思える瞬間が訪れたら、私達のＰＴＡ活動の意義がより一層大きな花を咲かせます♪  

家庭・地域・学校のすべてで、大人は子どもの心が平穏でいられる環境をつくり、失敗も成功も、その機

会を奪わず、様々な可能性の扉を開ける勇気が持てるよう、子ども達の学びへの心と環境を整えてあげる。

同時に、大人自身も探求心を忘れずに学び、好機のための準備を怠らず、日々を楽しんでいる姿を見せる。

それが、子ども達にとって、「未来が楽しみ！」と思わせてあげられる大きな一歩かもしれません。  

キラキラした目で挑戦する大人の背中を子ども達に示し、今、生きていることをありがたく感じながら、

大人であることを楽しんでいきたいですね♪  

最後の最後まで長い文章で本当に申し訳ございません。これでも随分と短くしたのでご勘弁ください♪ 

ＰＴＡ会員の皆さま、北大和小学校の子ども達、一緒に過ごせた日々は私の宝物です。本当にありがとう

ございました！ わくわくした７年間でした。それだけで本当に幸せです！ 

 

 

 

『永く皆に認められるＰＴＡを目指して』    

                    校長 藤倉 秀明 

我が家の沈丁花が、例年より長い期間、香っています。その分、春の訪れの実感を長く味わうことができ

ました。その一方で残念なのが、学年末の新型コロナウィルス感染症への対応で、２３日間という長い期間、

休校となったことです。ＰＴＡの本部・各委員会の学年末の諸行事も制約がかかり、大変ご苦労をおかけし

ております。 

さて、運営委員会で来年度の新役員が承認されました。旧役員の皆様、これまでのきめの細かいＰＴＡの

運営に深く感謝申し上げます。ことに、石井浩一会長には、長きに渡り本校ＰＴＡ活動に対し多大なる貢献

をいただき、ありがとうございました。 

ＰＴＡの役割や意義が取りざたされることが多い昨今、今年１年間の役員・委員の皆様の様子を拝見する

と、活動内容やシステムを柔軟に変えていこうとする姿勢がたくさん見られました。何を残して、何を加え

ていくかを練り、会員皆が無理なく参加できるＰＴＡになる努力を地道にされていることに感心しておりま

す。 

沈丁花の花言葉は、「永遠」です。これまでのＰＴＡの歴史をふまえ、これからも永く皆に認められるＰＴ

Ａを目指して発展・充実していくことを願っております。 



 

『温故知新』 

                  教頭 高井 文子 

新しい校舎が完成し、その真っ白な建物にワクワクします。児童もこの新しい校舎で学べることを楽しみ

にしているでしょう。 

一方でＰＴＡのボランティアの皆様が今年も既存の校舎をピカピカに掃除してくださり、古くなった校舎

のトイレを一生懸命磨いてくださいました。本当にありがたいです。 

「古くなったら、新しいものに取り換える」ような使い捨ての時代にあって、「古いものをピカピカにして

大切に使う」という心をその姿から教えていただきました。ありがとうございました。 

今年１年間の学校へのご協力本当にありがとうございました。来年度もよろしくお願いいたします。 

 

『トマト係』             

                      教務 佐藤 隆之 

 以前、担任をした学級で係決めをしました。人の為になる仕事を考えようと話すと『トマト係』と言い出

した K 君。「それでは役に立たないよ」友達の反対の声をよそに苗を植え地道に活動を始めました。苗は順

調に育ったものの残念ながら夏休みに。赤く熟した実を付けたのは８月でした。すると K君はトマトを袋に

詰め皆の家に配り歩きます。普段近所にお裾分けするお母さんの姿が頭にあったそうです。９月の教室は「

トマト係すごいね」という声で満ち、K君の満面の笑顔は係をやりきった達成感に溢れたものでした。 

 大人は子供の学びの有益無益を一時の判断や短期の見通しで決めがちですが、以来、学びは家庭生活と学

校生活が子供の中で渦になり長期にわたって培わるもの、との実感ができました。今年度もＰＴＡの皆様に

は多くのご協力をいただきありがとうございました。 

 

 

 

第７回運営委員会が２月２５日（火）図書館にて行われました。 

★北小ＰＴＡ細則第３章地区選出に関する細則 第３条（選出基準）の記載事項変更について、全会一

致で可決・承認されました。 

→「校外生活委員は、原則１名が担当する世帯数を１５～３０世帯ほどとして選出する。」 

改訂したＰＴＡ規約は、北大和小学校ホームページに掲載いたします。 

★今年度防災対策備品費での購入品について 

 新１年生用７年保存水、衛生用品５００個、すでに購入してある携帯トイレの湿気対策として保存用

ボックスを１つ購入いたしました。 

★北小ＰＴＡ会計の特別会計（積立金）について話し合いました。 

 遊具修理等積立金を増額し、令和５年度に迎える７５周年に、遊具を寄贈できるように積み立てをし

たいと検討してます。 

 



 

 

   

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

運営委員会だより最終号となります。 

今年度発行の運営委員会だより（カラー版）は 

北小ホームページでもご覧いただけます。 

１年間ありがとうございました。 
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